
31 

 

【23】大田市鳥井町新田 旧道沿い（宮本 大 15/ﾛｰﾀﾘｰ 23） 井戸恩澤碑 
 

所在地 大田市鳥井町新田 集落外れの旧道沿い南側 

北緯３５°１３′３２．１３″／東経１３２°２９′５１．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 69／奥行き最大 20 
台石１段目幅 89／奥行 52 
台石２段目幅 97／奥行 60 
台石３段目幅 103／奥行 75 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
村
中
合
等 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
恩
澤
碑 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
村
中
合
等 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

現
在
は
久
手
港
か
ら
鳥
井
町
ま
で
新

し
い
海
岸
道
路
が
で
き
て
い
る
が
、

以
前
は
新
田
の
集
落
の
間
の
狭
い
道

路
が
鳥
井
町
ま
で
続
い
て
い
た
。
以

前
の
狭
い
道
路
が
広
い
道
路
に
合
流

す
る
地
点
の
近
く
に
こ
の
碑
は
あ

る
。
道
路
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
進

入
路
が
数
㍍
あ
り
、
そ
の
先
の
４
段

の
石
段
を
上
が
る
と
、
３
方
を
ブ
ロ

ッ
ク
塀
で
囲
っ
た
広
場
が
あ
り
、
井

戸
公
碑
と
そ
の
左
に
祠
が
建
っ
て
い

る
。「
井
戸
恩
澤
碑
」
と
「
村
中
合
等
」

以
外
に
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
碑

石
は
１
段
目
の
台
石
に
約
20
㌢
埋
め

て
あ
り
、
そ
の
た
め
弱
く
な
っ
た
１

段
目
の
台
石
が
割
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。「
村
中
合
等
」
の
文
字
は
朝
山

町
に
１
基
み
ら
れ
る
だ
け
の
珍
し
い

表
記
だ
が
、「
村
の
人
た
ち
が
等
し
く

力
を
合
わ
せ
た
」
と
い
う
意
味
で
、
興

味
深
い
。
大
き
な
碑
で
は
な
い
が
、
山

影
に
あ
る
白
っ
ぽ
い
石
碑
で
、
よ
く

目
立
つ
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

116 

173 

15 

単位：ｃｍ 

30 

12 
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【24】大田市鳥井町八幡 鳥井まちづくりセンター前（宮本 大 16/ﾛｰﾀﾘｰ 24） 井戸明府厚澤碑 
 

 

所在地 大田市鳥井町八幡 鳥井まちづくりセンター前の県道沿い（佐比売山神社下） 

北緯３５°１３′０３．３６″／東経１３２°２８′４５．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 51／奥行き 31 
台石１段目幅 76／奥行 51 
台石２段目（猫足）幅 102／奥行 83 
台石２段目幅 146／奥行 126 
 

【
建
立
年
】
天
保
10
年
（
１
８
３
９
） 

【
建
立
者
】
鳥
井
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
厚
澤
碑 

［
碑
石
裏
面
］
維
旹
天
保
己
亥
之
冬
至

日
後
穀
旦
／
奉
／
祀.

奠
／
本
邨
鳥
井

挙
里
？１
首
等
拝
首
稽
？２
謹
建
（
？１

「
里
」
の
右
に
「
今
」
そ
の
下
に
「
心
」

？２
「
桑
」
の
右
に
「
頁
」
） 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
か
ら
２
段
の
石
段
を
上
が
っ
た

場
所
に
玉
垣
を
巻
い
て
庭
に
し
て
あ

る
。
碑
石
は
黒
っ
ぽ
く
堅
そ
う
だ
が
、

一
部
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
碑
石
の
裏

に
は
難
し
い
漢
字
を
使
っ
た
漢
文
調

の
碑
文
が
あ
り
、
台
石
に
も
飾
り
罫

を
入
れ
て
い
る
。
２
段
目
台
石
の
猫

足
も
細
か
な
細
工
が
し
て
あ
り
、
全

体
と
し
て
格
調
高
い
。
享
保
の
飢
饉

の
と
き
に
免
税
に
な
っ
た
村
だ
け

に
、
井
戸
公
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
二
重
に
な
っ
た
玉
垣
の

外
側
に
は
「
明
治
百
年
記
念
／
改
修

昭
和
四
十
三
年
八
月
／
発
起
明
福
会

／
門
柱
玉
垣
寄
贈
者
／
木
村
幾
兵

衛
」
と
あ
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

132 

202 

26 

30 

14 
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【25】大田市長久町川南 （宮本 大 08/ﾛｰﾀﾘｰ 25） 井戸仁澤碑 
 

 

所在地 大田市長久町川南（大田町山崎と長久町川南の境付近、現川南１不燃物集積所の上） 

北緯３５°１１′４９．１５″／東経１３２°２９′３７．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 33／奥行き 27 
台石１段目 53／奥行 58 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
川
南
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
仁
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
五
年
九
月 

［
碑
石
左
面
］
長
久
川
南
中 

［
台
石
前
面
］
長
久
村…

…
 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
調
査
で
は
「
安
立
寺
横
丘
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
大
田
町
山
崎
か
ら
市

道
で
長
久
に
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
あ
る
「
川
南
１
不
燃
物
集
積
所
」
を

目
標
に
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

そ
の
後
ろ
の
丘
の
上
に
立
つ
。
碑
石

に
幅
の
細
い
台
石
１
段
と
い
う
建
て

方
は
隠
岐
島
に
多
い
建
て
方
で
大
田

市
内
で
は
少
な
い
。
水
と
線
香
を
供

え
る
た
め
に
台
石
の
上
が
彫
り
下
げ

て
あ
る
。
碑
石
右
側
か
ら
の
風
が
強

い
の
か
、
正
面
に
比
べ
て
右
面
の
文

字
が
や
せ
て
い
る
。
台
石
の
正
面
に

も
小
さ
い
字
が
彫
っ
て
あ
る
が
読
め

な
く
な
っ
て
い
る
。
宮
本
調
査
で
は

「
長
久
村
／
発
起
人
／
前
原
茂
吉
／

坂
根
栄
二
他
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
谷

氏
の
「
大
田
碑
石
散
歩
」
で
は
古
老
の

話
と
し
て
「
神
社
に
あ
っ
た
も
の
を

合
祀
せ
ず
に
単
独
で
こ
の
場
所
に
移

し
た
」
と
あ
る
。
広
く
て
人
口
も
そ
れ

な
り
に
あ
る
長
久
町
で
た
だ
１
基
の

井
戸
公
碑
で
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

102 

31 

133 
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【26】大田市静間町堋 ＪＲ静間駅前 （宮本 大 25/ﾛｰﾀﾘｰ 29） 泰雲院表徳碑 
 

 

所在地 大田市静間町堋 静間駅前 

北緯３５°１１′４４．５８″ 

東経１３２°２８′０５．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 74／奥行き最大 48 
台石１段目最大幅 184／奥行最大 139 
台石２段目（石組） 

最大幅 257／奥行最大 206 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
表
徳
碑 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

Ｊ
Ｒ
静
間
駅
前
に
あ
る
。
住
宅
の
隣

接
地
に
３
段
の
石
組
を
積
ん
で
広
場

を
作
り
、
そ
の
上
に
こ
の
碑
だ
け
が

立
っ
て
い
る
。
碑
に
は
痛
み
は
な
く

端
正
な
ま
ま
だ
が
、
表
面
の
「
泰
雲
院

表
徳
碑
」
以
外
に
全
く
文
字
が
見
当

た
ら
な
い
。 

地
元
の
方
の
中
に
は
「
こ
こ
は
元
々

楫
野
氏
の
土
地
な
の
で
、
楫
野
氏
が

自
分
の
土
地
に
建
て
た
た
め
、
建
立

者
な
ど
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
方
も
あ
る
。
自
然

石
の
碑
石
も
大
き
く
、
台
石
も
立
派
。

２
段
目
は
形
を
整
え
、
表
面
を
平
ら

に
し
た
石
を
２
段
組
む
な
ど
、
か
な

り
て
い
ね
い
な
造
り
に
な
っ
て
い

る
。
広
場
を
支
え
る
石
組
も
同
様
の

造
り
だ
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

110 

211 

43 

58 
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【27】大田市静間町仮屋 円通寺 （宮本 大 27/ﾛｰﾀﾘｰ 31） 泰雲院殿義嶽良忠大居士 
 

 

所在地 大田市静間町仮屋 円通寺境内 石段を上がって右手 

北緯３５°１１′５４．０９″／東経１３２°２８′１６．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 27／奥行き 27 
台石１段目幅 41／奥行 41 
台石２段目幅 48／奥行 48 
台石３段目幅 82／奥行 69 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
當
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
嶽
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
卒
／
當
組
中
／
明
治
廿
三
年
辰
十

月
建
之
／
當
山
廿
世
全
山
叟
代 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

円
通
寺
の
境
内
に
あ
る
。
石
段
を
上

が
る
と
右
手
、
車
で
上
が
る
と
左
手

に
観
音
像
や
小
祠
な
ど
が
並
ぶ
広
場

が
整
備
さ
れ
、
そ
の
一
角
に
井
戸
公

碑
も
建
っ
て
い
る
。
広
場
は
よ
く
手

入
れ
さ
れ
て
い
る
。
碑
は
福
光
石
と

思
わ
れ
る
が
傷
み
も
苔
も
な
く
、
文

字
が
は
っ
き
り
と
読
め
る
。
碑
は
大

き
な
部
類
で
は
な
い
が
す
っ
き
り
と

し
た
端
正
な
碑
で
、
幅
の
細
い
２
段

の
台
石
が
特
徴
的
。
碑
石
も
２
段
の

台
石
も
幅
と
奥
行
き
が
全
く
同
寸
法

で
、
石
工
さ
ん
の
几
帳
面
さ
が
伝
わ

る
。
碑
石
に
は
罫
線
が
刻
ま
れ
、「
義

岳
」
の
「
岳
」
の
字
に
旧
字
体
が
使
わ

れ
る
な
ど
、
石
碑
全
体
か
ら
現
代
的

で
す
っ
き
り
と
し
た
上
品
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

96 

158 

21 

22 

19 
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【28】大田市静間町平 静間小学校入口（宮本 大 26/ﾛｰﾀﾘｰ 30） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市静間町平 静間小学校入口交差点 静間まちづくりセンター横 

北緯３５°１２′１３．１３″／東経１３２°２７′５１．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 33／奥行き 29 
台石１段目幅 46／奥行 45 
台石２段目幅 64／奥行 64 
台石３段目幅 81／奥行 84 

【
建
立
年
】
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
楠
屋
（
平
部
落
） 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

廿
六
日
／
昭
和
十
八
年
十
二
月
再
建

／
楠
屋 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
御
代
官
／
井
戸

平
左
衞
門
正
朙 

［
１
段
目
台
石
前
面
］
平
部
落 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
の
静
間
小
学
校
入
口
の
三
差
路

の
県
道
沿
い
に
地
蔵
堂
と
と
も
に
立

つ
。
県
道
の
向
い
に
は
静
間
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
静
間
保
育
園
が
あ

る
。
碑
は
地
蔵
堂
と
並
ん
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
黒
っ

ぽ
い
石
で
傷
み
は
な
い
。
以
前
に
平

の
皆
さ
ん
が
建
て
た
も
の
を
、
昭
和

18
年
に
楠
屋
さ
ん
が
再
建
し
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。 

碑
の
前
に
花
立
て
と
線
香
立
て
が
あ

り
、
そ
の
前
に
竹
の
花
立
て
も
あ
る
。

調
査
日
に
は
両
方
の
花
立
て
に
菊
の

花
が
生
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
方

が
こ
の
碑
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

92 

164 

34 

12 

26 
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【29】大田市静間町魚津 市道沿い（宮本 大 22/ﾛｰﾀﾘｰ 26） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市静間町魚津（実際は垂水地内）市道四つ角 

北緯３５°１２′０８．９３″／東経１３２°２７′３０．７０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 39／奥行き 39 
台石１段目幅 69／奥行 69 
台石２段目幅 88／奥行 88 
台石３段目幅 136／奥行 134 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
魚
津
浦
中
（
垂
水
中
） 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
御
代
官
／
井
戸

平
左
衛
門
尉
正
朋 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
魚
津
浦
中 

［
一
段
目
台
石
裏
面
］
垂
水
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
波
根
／
石
工
／

善
蔵
／
勘
四
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

静
間
小
学
校
か
ら
垂
水
へ
上
が
り
、

魚
津
へ
降
り
る
四
つ
角
に
立
つ
。
地

元
の
人
の
話
に
よ
る
と
場
所
は
垂
水

に
な
る
と
い
い
、
魚
津
か
ら
こ
こ
に

移
設
さ
れ
た
ら
し
い
。
台
石
２
段
目

後
面
の
「
垂
水
中
」
の
文
字
は
小
さ

く
、「
こ
こ
に
移
設
し
た
の
は
垂
水
の

住
民
」
と
い
う
意
か
。
石
工
さ
ん
は
か

な
り
几
帳
面
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
、

碑
石
、
台
石
と
も
幅
と
奥
行
き
が
全

く
同
寸
法
だ
。
３
段
目
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
は
中
に
石
組
が
入
っ
た
ま
ま
で

あ
り
、
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
カ

バ
ー
し
た
と
い
う
。
比
較
的
傷
み
は

少
な
く
、
文
字
も
ま
だ
読
め
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

126 

246 

60 

29 

31 
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【30】大田市静間町新田 （宮本 大 23/ﾛｰﾀﾘｰ 27） 泰雲院義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市静間町新田 静間橋近くの新道沿い 地蔵堂隣 

北緯３５°１２′２６．５４″／東経１３２°２８′１１．５４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 33／奥行き 30 
台石１段目幅 50／奥行 50 
台石２段目幅 80／奥行 57 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
新
田
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
施
主 

新
田
中 

［
碑
石
左
面
］…

…

平
左
衛
門
／
享
保

…
…

／
於
備
中
國
笠…

…
 

［
台
石
ほ
か
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

静
間
橋
の
た
も
と
、
川
の
右
岸
か
ら

国
道
９
号
へ
の
新
道
の
建
設
に
当
た

り
、
一
時
道
路
の
向
い
に
移
設
し
て

あ
っ
た
が
、
道
路
の
完
成
に
よ
り
地

蔵
堂
と
と
も
に
元
の
位
置
に
戻
っ

た
。
工
事
が
始
ま
る
ず
い
ぶ
ん
前
か

ら
、
碑
石
の
下
部
で
斜
め
に
割
れ
て

い
て
補
修
し
て
あ
っ
た
。
工
事
中
の

移
動
で
壊
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
が
、

４
辺
を
木
材
で
副
え
木
し
て
仮
置
き

し
て
あ
っ
た
。
現
在
は
色
と
見
栄
え

を
考
慮
し
て
ア
ル
ミ
の
ア
ン
グ
ル
で

添
え
木
し
て
あ
る
。
理
想
的
な
形
で

は
な
い
が
、
保
存
し
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
残
し
て
い
た
だ
い
て
よ
か

っ
た
。
今
で
も
碑
の
前
の
花
立
て
に

は
新
鮮
な
シ
ビ
キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供
え

て
あ
り
、
姿
形
よ
り
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
こ
う
し
て
見
守
っ
て
い
く
こ
と

の
方
が
大
切
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

95 

141 

26 

20 
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【31】大田市静間町和江 大年神社北隣 （宮本 大 24/ﾛｰﾀﾘｰ 28） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市静間町和江 大年神社北隣 地蔵堂前 

北緯３５°１２′４７．３９″／東経１３２°２８′０８．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 39／奥行き 38 
台石１段目幅 58／奥行 56 
台石２段目幅 79／奥行 78 
台石３段目幅 103／奥行 103 
台石４段目（石組）最大幅 139／奥行 155 

【
建
立
年
】
天
保
12
年
（
１
８
４
１
） 

【
建
立
者
】
和
江
浦
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
癸
丑
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
裏
面
］
天
保
十
二
年
／
辛
卯
十

月
／
建
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
和
江
浦
中 

［
三
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
吉
野

屋
／
廣
右
衛
門
／
網
屋
／
圓
平
／
山

田
屋
／
市
兵
衛 

［
三
段
目
台
石
左
面
］
亀
屋
住
吉
丸
／

傳
兵
衛 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

和
江
の
住
宅
地
に
あ
る
大
年
神
社
の

北
隣
の
大
き
な
地
蔵
堂
の
前
に
立

つ
。
碑
の
材
質
は
三
谷
晃
氏
の
「
大
田

碑
石
散
歩
」
に
は
御
影
石
と
あ
る
。
磨

い
て
な
い
の
で
そ
れ
ら
し
く
見
え
な

い
が
、
最
近
建
て
た
か
の
よ
う
に
端

正
な
姿
を
残
し
て
い
る
。
写
真
に
見

え
る
神
社
の
玉
垣
の
柱
も
同
石
材
。

大
田
市
内
で
は
か
な
り
古
い
方
の
碑

で
、
碑
文
面
が
彫
り
こ
ん
で
あ
り
、
４

段
目
の
石
組
の
台
石
に
は
角
に
反
り

の
加
工
も
あ
っ
て
、
て
い
ね
い
な
造

り
の
碑
だ
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

110 

232 

46 

25 

23 

28 
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【32】大田市五十猛町湊 共同墓地 （宮本 大 34/ﾛｰﾀﾘｰ 38） 泰雲院殿義岳良忠居士塔 
 

所在地 大田市五十猛町湊 共同墓地入口 

北緯３５°１１′３９．９４″／東経１３２°２６′４４．９２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 62／奥行最大 60 
台石 幅 114／奥行き 63 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士
塔 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五
月
二

十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
當
御
料
前
御
代
官
井
戸
平
左

衛
門
尉
正
明 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

共
同
墓
地
は
湊
地
区
の
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の

す
ぐ
南
側
に
あ
り
、
そ
の
入
口
に
「
謝
恩

碑
」
と
と
も
に
墓
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
台
石
の
左
右
の
石

は
、
二
つ
の
碑
を
囲
む
よ
う
に
置
い
た
も

の
だ
ろ
う
。
台
石
の
前
に
は
陶
器
の
花
立

て
が
埋
め
ら
れ
、
碑
石
の
前
に
は
湯
飲
み

茶
わ
ん
も
あ
る
の
で
墓
参
に
来
た
人
が

花
を
供
え
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
宮

本
調
査
の
写
真
と
比
べ
て
傷
み
が
進
ん

で
お
り
、
後
部
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
石

で
倒
れ
る
の
を
防
い
で
い
る
よ
う
だ
。 

隣
の
謝
恩
碑
は
、
宮
本
氏
は
「
井
戸
公
碑
で

は
な
い
」
と
メ
モ
し
な
が
ら
も
「
大
34
」
と

番
号
を
与
え
て
い
る
が
、
碑
石
に
「
謝
恩
碑

／
吉
原
□
□
／
田
中
□
□
」「
天
明
八
甲
三

月
」「
安
政
三
丙
辰
六
月
建
之
湊
中
」
と
あ

り
、天
明
年
間
に
功
績
の
あ
っ
た
２
人
に
対

す
る
謝
恩
碑
を
安
政
３
年
に
建
て
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。井
戸
公
碑
か
ら
は
外
す
こ
と

に
す
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

164 
188
8 

24 
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【33】大田市五十猛町地頭所 （宮本 大 33/ﾛｰﾀﾘｰ 37） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

所在地 大田市五十猛町地頭所 市道と里道の三差路の法面の上約１㍍の場所 

北緯３５°１０′３４．２２″／東経１３２°２６′３７．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 60／奥行最大 30 
台石 幅 70／奥行き 66 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
そ
の
他
］
な
し 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
調
査
資
料
を
見
な
が
ら
近
く
ま

で
行
っ
た
が
発
見
で
き
ず
、
近
く
で

草
刈
り
を
し
て
い
た
男
性
に
尋
ね
る

と
「
草
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
」
と
場

所
を
教
え
て
く
れ
た
。
草
と
笹
に
覆

わ
れ
て
下
の
道
路
か
ら
は
あ
ま
り
見

え
ず
、
草
刈
り
を
し
て
見
え
る
よ
う

に
し
た
。
頭
部
が
欠
け
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
最
初
か
ら
こ
の
形
の

自
然
石
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
正
面

の
文
字
以
外
は
何
も
文
字
が
な
い
よ

う
で
、
正
面
の
文
字
も
浅
く
、
ゆ
が
ん

で
お
り
、
も
し
か
し
た
ら
素
人
が
彫

っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
宮
本
調

査
で
は
台
石
の
下
の
離
れ
た
場
所
に

小
さ
な
石
が
あ
っ
て
文
字
が
見
え
そ

う
な
の
で
、
そ
こ
に
何
か
彫
っ
て
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
法
面
の
土
が
ず

れ
て
き
て
後
部
は
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
お

り
、
台
石
の
採
寸
も
難
し
か
っ
た
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

92 

114 

22 
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【34】大田市五十猛町嘉庭（宮本 大 32/ﾛｰﾀﾘｰ 36未確認） ……良忠居…… 
 

所在地 大田市五十猛町嘉庭 観音堂下 

北緯３５°１０′１０．１３″／東経１３２°２６′５０．４３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 25、奥行き 25 
台石１段目 幅 62、奥行き 52 
台石２段目 幅 78、奥行き 55 
 

【
建
立
年
】
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
） 

【
建
立
者
】
川
北
連
助
（
宮
本
資
料
）
世

話
人 

松
原 

 

［
碑
石
前
面
］…

…

良
忠
居
（
以
下
欠

落
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
（
以

下
欠
落
） 

［
碑
石
左
面
］
弘
化
四
年
七
月
建
□
／

世
話
人
／
松
原
（
以
下
欠
落
） 

 

［
調
査
の
経
過
］
宮
本
台
帳
に
は
大
田

32
と
し
て
存
在
す
る
が
ロ
ー
タ
リ
ー

調
査
で
は
「
未
確
認
」
と
し
て
い
る
。

観
音
堂
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
五
十

猛
町
の
松
原
さ
ん
に
案
内
を
依
頼

し
、
長
尾
英
明
五
十
猛
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
ほ
か
４
人
、
市
文
化
協

会
の
縄
田
事
務
局
長
と
で
現
地
調

査
。
県
道
の
、
山
陰
道
の
橋
脚
工
事
現

場
付
近
に
駐
車
し
て
山
の
中
を
約
１

キ
ロ
進
む
と
、
岩
場
の
石
を
加
工
し

て
場
所
を
作
り
、
道
路
か
ら
約
４
㍍

上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
私
た
ち
が

歩
い
た
道
は
昔
の
往
還
道
で
、
大
屋

町
に
続
く
と
い
う
。
竹
が
生
え
て
歩

き
に
く
い
が
田
の
跡
が
随
所
に
残

り
、
人
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
た
。
小
川

に
沿
っ
て
道
が
続
き
、
観
音
堂
に
上

が
る
分
か
れ
道
の
上
に
建
っ
て
い

た
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
４
月
17
日
） 

単位：ｃｍ 

71 

98 

７ 

20 

軟
ら
か
い
石
で
文
字
は
か
な
り
消
え
て
お
り
、
碑
石
の
下
部
は
欠
落
し
て
い

る
。
２
段
の
台
石
の
上
の
中
央
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
下
部
が
欠
落
し
て

倒
れ
た
た
め
、
ど
な
た
か
が
右
の
岩
に
沿
っ
て
建
て
か
け
た
の
だ
ろ
う
。
後
部

を
レ
ン
ガ
状
の
石
で
支
え
て
あ
る
。
宮
本
氏
の
写
真
に
は
碑
石
の
前
に
花
立

て
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
後
に
現
在
の
状
態
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
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【35】大田市五十猛町野梅 （宮本 大 31/ﾛｰﾀﾘｰ 35） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市五十猛町野梅 林定直氏宅裏山 賽の神の隣 

北緯３５°１０′５４．９７″／東経１３２°２５′４８．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 27／奥行き 27 
台石 幅４５．５／奥行 4５ 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
野
梅
・
畑
井 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
台
石
右
面
］
野
梅
／
畑
井 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

場
所
が
わ
か
ら
ず
、
長
尾
五
十
猛
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
教
え
て
も

ら
っ
た
。 

つ
つ
じ
を
た
く
さ
ん
植
え
て
い
る
林

定
直
氏
宅
裏
山
に
賽
の
神
と
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
五
十
猛

と
大
森
と
の
往
還
道
と
い
い
、
往
来

の
安
全
を
祈
願
し
た
賽
の
神
と
一
緒

に
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

周
囲
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
再
整
備

さ
れ
た
よ
う
で
、
黒
御
影
の
説
明
板

が
２
枚
設
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
１

枚
が
井
戸
公
碑
の
前
面
を
塞
ぐ
場
所

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
宮
本
調
査
に

は
も
う
１
段
台
石
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
下
部
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
き
ち
ん
と
舗
装
、
強
化

さ
れ
て
い
る
が
、
碑
石
は
福
光
石
で

一
部
剥
離
が
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
27
日
） 

単位：ｃｍ 

76 

98 

22 
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【36】大田市五十猛町丹波 （宮本 大 30/ﾛｰﾀﾘｰ 34） 井明府君碑 
 

 

所在地 大田市五十猛町丹波 国道９号大浦入口点滅信号から南進 細い道との四つ角 

北緯３５°１０′４３．８０″／東経１３２°２５′４６．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 60／奥行き最大 30 
台石 幅 75／奥行 48 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
君
碑 

［
そ
の
他
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

場
所
が
わ
か
ら
ず
、
長
尾
五
十
猛
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
教
え
て
も

ら
っ
た
。 

国
道
９
号
の
「
大
浦
入
口
」
点
滅
信
号

か
ら
南
に
入
り
ゆ
る
や
か
な
上
り
坂

を
進
ん
だ
峠
付
近
の
、
細
い
道
と
の

交
差
点
の
法
面
に
建
つ
。 

石
碑
の
前
に
石
の
線
香
立
て
と
、
一

対
の
陶
器
の
花
立
て
が
あ
り
、
シ
ビ

キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

宮
本
調
査
時
に
は
台
石
が
も
う
２
段

あ
る
よ
う
に
記
録
が
あ
る
が
、
自
然

石
の
台
石
が
１
段
だ
け
あ
る
。
前
に

石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
崩
壊

し
た
台
石
の
石
な
の
か
も
し
れ
な

い
。 

         

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
27
日
） 

単位：ｃｍ 

92 

114 

22 



45 

 

【37】大田市五十猛町赤井 （宮本 大 28/ﾛｰﾀﾘｰ 32） 井戸公之碑 
 

所在地 大田市五十猛町赤井 国道９号近くの市道沿い 地蔵堂隣 

北緯３５°１０′４１．２２″／東経１３２°２５′２２．４２″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 70／奥行最大 33 
台石１段目最大幅 85／奥行き最大 80 
台石２段目幅 43／奥行 43 
台石３段目幅 73／奥行 72 
 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
再
建 

【
建
立
者
】
赤
井
區
立 

 

［
碑
石
正
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
裏
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十
六
日

／
元
碑
壊
破
／
昭
和
三
年
九
月
再
建 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

国
道
９
号
の
東
側
約
30
㍍
の
地
点
で
、

国
道
か
ら
よ
く
見
え
る
。
市
道
の
カ
ー
ブ

の
空
き
地
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で
建
つ
。
特

徴
的
な
碑
の
形
で
、
台
石
の
２
段
目
３
段

目
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
自
然
石
の
碑
石

と
１
段
目
の
台
石
が
宙
に
浮
い
た
よ
う

に
見
え
る
。
碑
石
は
し
っ
か
り
し
た
石

で
、
表
裏
の
碑
文
は
よ
く
読
め
る
。
前
に

花
立
て
が
あ
り
、
季
節
ご
と
に
花
が
供
え

ら
れ
て
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
大
切
に

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
。 

碑
石
裏
面
の
「
元
碑
壊
破
」
は
再
建
す
る

た
め
に
壊
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

壊
れ
た
た
め
再
建
し
た
と
の
意
だ
ろ
う
。

後
ろ
に
旧
碑
の
碑
石
が
横
た
え
ら
れ
て

お
り
「
享
保
十
八
癸
年
丑
五
月
二
十
六

日
」
が
読
め
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

（
写
真
２
０
１
４
年
２
月
12
日
） 

単位：ｃｍ 

97 

189
8 

40 

36 

16 
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【38】大田市五十猛町大浦 浄圓寺 （宮本 大 29/ﾛｰﾀﾘｰ 33） 泰運院殿義岳良忠大居士 
 

所在地 大田市五十猛町大浦 浄圓寺墓地入口 

北緯３５°１１′１３．８７″／東経１３２°２５′２３．８０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 37／奥行 36 
台石 1 段目幅 59／奥行き 58 
台石２段目幅 83／奥行き 78 
台石３段目（石組）最大幅 206／奥行き最大 183 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
大
浦
湊
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
運
院
殿
義
岳
良
忠
大
居
士

（
右
に
）
享
保
十
八
癸
年
（
左
に
）
丑
五

月
廿
六
日 

［
碑
石
右
面
］
俗
性
／
井
戸
平
左
衛
門
尉
保

明 

［
碑
石
左
面
］
施
主
／
大
浦
湊
中 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
中
／
荒
木
／

善
右
ヱ
門
／
松
尾
／
弥
助
／
林
儀
助 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
勝
川
屋
／
善
平
舩
／

來
／
福
重
丸 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
浦
の
港
の
近
く
に
あ
る
浄
圓
寺
。
広
い

境
内
と
本
堂
の
後
ろ
の
斜
面
に
墓
地
が

広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
入
り
口
に
あ
た
る

場
所
に
井
戸
公
碑
が
あ
る
。
建
立
年
は
彫

っ
て
な
い
が
、
白
っ
ぽ
く
て
堅
そ
う
な
石

で
傷
み
は
な
く
、
彫
っ
て
あ
る
字
も
読
み

や
す
い
。「
泰
雲
院
」
が
「
泰
運
院
」
に
な

っ
て
い
た
り
、「
正
明
」
で
な
く
て
「
保
明
」

に
な
っ
て
い
る
。
正
面
に
あ
る
花
立
て
と

線
香
立
て
は
後
か
ら
設
置
し
た
ら
し
く
、

そ
れ
ら
が
隠
し
て
い
る
２
段
目
の
台
石

に
も
刻
字
が
あ
る
。
碑
の
手
前
の
流
し
台

や
、
横
に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
井
戸

公
碑
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
上
に

あ
る
墓
地
に
お
参
り
す
る
人
た
ち
が
使

う
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

93 

237 

87 

28 

29 
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【39】大田市大屋町尾波 （宮本 大 39/ﾛｰﾀﾘｰ 43） 井戸明府之碑 
 

 

所在地 大田市大屋町尾波 中尾波自治会館前 

北緯３５°０８′５６．４２″／東経１３２°２６′５６．３４″（国土地理院） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 71／奥行き最大 50 
台石１段目 幅 122／奥行 63 
台石２段目 幅 120／奥行 90 
 

【
建
立
年
】
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
大
正
十
三
年
十
一
月
再

建 

［
そ
の
他
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
の
尾
波
口
バ
ス
停
か
ら
入
り
、

集
落
が
始
ま
る
場
所
の
三
差
路
に
地

蔵
堂
と
と
も
に
あ
る
。
川
を
挟
ん
だ

向
か
い
に
は
中
尾
波
自
治
会
館
が
あ

る
。
周
囲
は
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
、

石
碑
前
に
は
白
い
花
が
咲
き
、
右
側

に
は
ツ
ツ
ジ
の
木
も
あ
る
。
竹
の
花

立
て
に
は
野
の
花
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
）
が

供
え
て
あ
っ
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
碑
だ
。 

           

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
23
日
） 

単位：ｃｍ 

140 

246 

40 

66 
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【40】大田市大屋町鬼村 （宮本 大 38/ﾛｰﾀﾘｰ 42） 欣澤碑 
 

 

所在地 大田市大屋町鬼村 県道沿い 

北緯３５°０９′４７．６２″／東経１３２°２７′２５．２７″ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 56／奥行き最大 33 
台石１段目 最大幅 153／奥行最大 116 
台石２段目 幅 91／奥行 91 
台石３段目 幅 115／奥行 115 
台石４段目 幅 166／奥行 166 
台石５段目 幅 308／奥行不明 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
欣
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明

公 

［
碑
石
左
面
］
大
正
十
五
年
十
一
月
再

建 

［
そ
の
他
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
屋
か
ら
五
十
猛
に
抜
け
る
県
道
沿

い
に
広
い
場
所
を
し
つ
ら
え
、
大
き

な
石
灯
篭
と
手
水
鉢
と
思
わ
れ
る

（
現
在
は
壊
れ
て
い
る
）
構
造
物
が

残
る
。
碑
石
だ
け
で
１
４
４
㌢
あ
り
、

５
段
の
台
石
の
上
に
乗
る
堂
々
た
る

石
碑
。
国
土
地
理
院
地
図
に
も
石
碑

の
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
。

一
番
下
の
台
石
は
高
さ
は
13
㌢
と
低

い
が
、
幅
は
３
０
８
㌢
も
あ
り
、
碑
を

大
き
く
取
り
巻
く
。
碑
石
に
彫
っ
た

文
字
は
「
欣
澤
碑
」
の
３
文
字
だ
け
。

大
正
15
年
に
再
建
し
た
当
時
の
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
の
大
き
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
建
立
し

た
皆
さ
ん
の
情
報
が
彫
ら
れ
て
い
な

い
の
が
残
念
だ
。 

碑
の
後
ろ
に
再
建
前
の
旧
碑
が
寝
か

せ
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

144 

314 

37 

26 

71 

23 

13 
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【41】大田市大屋町菰口 （宮本 大 40/ﾛｰﾀﾘｰ 44） 泰……忠居士 
 

 

所在地 大田市大屋町菰口 細い市道沿い 

北緯３５°０９′３６．９９″／東経１３２°２６′１１．００″ 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 60／奥行き最大 41 
台石１段目 幅 66／奥行 66 
台石２段目 幅 85／奥行 88 
台石３段目 最大幅 118／奥行最大 115（石組） 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
不
明
（
宮
本
調
査
で
は

「
泰…

…
…

忠
居
士
」
と
な
っ
て
い

る
。 

［
碑
石
左
面
］
な
し 

［
そ
の
他
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
屋
町
か
ら
五
十
猛
町
丹
波
へ
通
じ

る
旧
道
の
脇
に
、
第
26
代
代
官
天
野

助
次
郎
の
頌
徳
碑
と
並
ん
で
立
っ
て

い
る
。
右
隣
に
立
つ
天
野
代
官
の
石

碑
も
文
字
が
読
め
な
い
が
、
こ
の
碑

も
全
く
文
字
が
読
め
な
い
。
硬
そ
う

な
石
に
見
え
る
が
、
彫
り
が
浅
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
碑
銘
は
宮
本

調
査
の
記
録
を
採
用
し
た
。
道
路
沿

い
の
高
手
に
平
ら
な
場
所
を
作
っ
て

２
つ
の
石
碑
が
建
て
て
あ
る
。
現
在

は
周
囲
に
民
家
は
な
い
が
、
今
で
も

周
囲
は
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
碑
の

前
に
は
新
し
そ
う
な
石
の
花
立
て
も

あ
り
、
今
も
変
わ
ら
ず
地
域
の
皆
さ

ん
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

単位：ｃｍ 

98 

199 

18 

18 

65 
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【42】大田市久利町市原 流水氏宅（宮本 大 37/ﾛｰﾀﾘｰ 41） 井戸公之碑 
 

 

所在地 大田市久利町市原 元正善坊 流水善正氏宅庭 

北緯３５°０８′２５．７０″／東経１３２°２８′１５．０３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 60／奥行き最大 25 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］（
家
紋
）
井
戸
公
之
碑 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

主
要
地
方
道
大
田
桜
江
線
の
亀
谷
口

バ
ス
停
か
ら
東
に
入
る
と
す
ぐ
に
あ

る
正
善
坊
前
橋
を
渡
っ
た
右
手
が
流

水
氏
宅
。
以
前
は
正
善
坊
と
い
う
寺

院
だ
っ
た
。
そ
の
庭
に
立
ち
木
に
立

て
か
け
る
よ
う
に
碑
石
が
置
い
て
あ

り
、
正
面
に
井
戸
公
の
家
紋
で
あ
る

丸
に
違
い
鷹
の
羽
紋
と
「
井
戸
公
之

碑
」
の
文
字
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
彫
り

は
浅
い
が
、
硬
い
自
然
石
の
た
め
か

比
較
的
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。
家
紋

が
彫
ら
れ
て
い
る
井
戸
公
碑
は
珍
し

く
、
大
田
市
内
で
は
唯
一
と
思
わ
れ

る
。 

正
善
坊
だ
っ
た
時
代
に
は
別
の
場
所

に
あ
り
、
台
石
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
ほ

か
に
文
字
が
全
く
な
く
、
建
立
年
や

建
立
者
の
情
報
が
な
い
。 

 
【
注
】
建
立
場
所
は
現
在
個
人
の
宅

地
内
な
の
で
、
訪
問
の
際
に
は
流
水

善
正
氏
の
許
可
が
必
要
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
22
日
） 

 

単位：ｃｍ 

90 



51 

 

【43】大田市久利町赤波 （宮本 大 36/ﾛｰﾀﾘｰ 40） 井戸公之碑 
 

 

所在地 大田市久利町赤波 市道沿い 戦没者之碑と並んで立っている 

北緯３５°０８′４３．８８″／東経１３２°２７′３９．０２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 72／奥行き最大 40 
台石 1 段目幅 110／奥行 76 
台石 2 段目幅 126／奥行 93 
台石 3 段目幅 179／奥行 85 

【
建
立
年
】
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
再

建 

旧
碑
は
嘉
永
４
年
（
１
８
５
２
） 

【
建
立
者
】
世
話
人 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑
（
左
側
に
）

正
五
位
勲
四
等
西
村
保
吉
謹
書 

［
碑
石
右
面
］
嘉
永
四
年
／
創
設
者
杉

谷
喜
右
衛
門
／
大
正
七
年
十
一
月
建

立 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
清
水
直
義
／

山
崎
要
一 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
か
ら
赤
波
方
面
に
向
か
い
し
ば

ら
く
進
む
と
道
路
右
側
に
あ
る
。
道

路
沿
い
の
岩
盤
を
高
さ
約
１
㍍
で
平

ら
に
加
工
し
、
井
戸
公
碑
と
「
戦
没
者

之
碑
」
の
二
つ
が
並
ん
で
立
っ
て
い

る
。
台
石
３
段
目
に
花
立
て
を
差
し

込
む
穴
が
加
工
し
て
あ
り
、
竹
の
花

立
て
が
立
て
て
あ
っ
た
。 

痛
み
も
少
な
く
、
き
れ
い
な
状
態
で

残
っ
て
い
る
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
23
日
） 

 

単位：ｃｍ 

160 

284 

55 

40 

29 


